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1.序　　地域産業においては、近隣で産出する素材を用

いて、都市や自然の環境を利用した空間でものづくりが

されている。そこでは、ものが素材から製品になるまで

の工程において、工場や工房の空間が合理的に設えられ、

生産の風景が都市景観の一部になっている。特に、染物

の産業は、水を必要とするため都市河川沿いに立地する

ことが多く、染工場では、生地を干す櫓や染める台など

の、布の形態に応じた建築・家具・設備等による特徴的

な設えがみられる。このように、ものづくりを空間的側

面から捉えることは、産業とともに形成された建築と都

市の文化を解明し、現代の地域再生を考察する上で有意

義なものと考えられる。そこで本研究では、近代に発達

した手工業である注染の染工場を対象として、ものづく

りの空間の特徴を明らかにする。まず本編では、染工場

における布を中心とする設えについて検討し、次編では、

染工場の空間構成と設えの表出による景観を検討する。

2.注染の主産地における染工場の概要　　本研究で取り

上げる注染は、手拭や浴衣などの大量生産を目的として、

化学染料を用いて布を折り畳んで染める技法である。現

在の主産地は宇都宮、東京(江戸川区、葛飾区)、浜松、

堺の 4都市である。各都市の注染工場の推移をみると、

1930年代から徐々に減少し、現在では宇都宮で4軒、東

京 (江戸川区、葛飾区 )で 4軒、浜松で 6軒、堺で 4軒

となっている(図1)。これらの都市において、現在でも

注染を行う現地調査のできた６つの染工場を分析対象と

し（表1）、実測調査およびヒアリング調査を行った注）。

3.染工場における工程・布の形態・要素

3.1 染工場の工程　　染工場における注染の工程は、生

地の搬入・保管 (A) から製品の保管・搬出 (E) までの大

きく6つに整理できる (表 2)。これらの工程の作業の種

類は、布を保管する工程(保管 )・加工する工程(加工 )・

移動する工程 (移動 ) の３つに分類できる。このうち、

いずれの染工場においても型付け(⑫ )から染布の乾燥

(⑯ ) などの共通してみられる工程と、一部の染工場に

おいては精錬(⑤ )や製品加工 (㉒ )など他工場に委託

して省略される工程がみられた。

3.2 布の形態　　染工場では、最も小さな形状である棒

状の丸巻きや、一反にのばされた最も大きな形状など、

さまざまな布の形態がみられる。そこで、各工程におい

てみられる布の形態について整理し、サイズ変化の有無

と、数量が複数か単数かをあわせて検討した(表3)。そ

の結果、複数の布を同時に扱う工程ではサイズ変化の無

いものが多く、単数の布を扱う工程では、LサイズからS・

Mサイズへ変化するものが多くみられた。

3.3 染工場の設え要素　　染工場においては、工程に応

じて建築部位や家具・設備などが布に呼応して設えられ
表２
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ている。そこで、工程と関連する建築部位、家具・設備、

人について検討する。まず、染工場の建物において、建

築部位に対する特徴的な設えが床、壁、屋根・天井でみ

られた (表 4)。床では、2階床の開口、布を移動する滑

り台、床表面の仕上げがみられた。壁では、布に隣接す

る開口部・高窓、壁に掛けた用具がみられた。屋根・天

井では、越屋根、屋上のデッキ、建物前面の庇がみられ

た。次に、各工程の作業に用いられる家具・設備について、

種類および同様の家具・設備が並ぶ反復の有無をあわせ

て検討した(表5)。その結果、櫓、水槽、脱水機などの

機械といった設備は、反復せずに単一で配置され、染色

台などの家具は、反復して複数設置される傾向がみられ

た。さらに、工程における人の姿勢について検討したと

ころ、立位が多くみられた(表6)。

4. 染工場における設えセット　　3章 2節で検討した布

の形態をもとに、3節で検討した各要素と、1節で検討

した工程との組み合わせを、設えセットとして抽出した

(表7)。形態変化を伴わない工程のうち、小サイズの布

(S)を扱う設えでは、丸巻き(Sa)の布を複数並べるもの

(S-1)、タイコ (Sb)を滑り落とすもの(S-2)がみられた。

中サイズの布(M)を扱う設えでは、平折り(Mb)の複数の

布を庇下で移動するもの(M-建築 -1)から、手拭い (Mc)

の単数の布を机上で製品加工するもの (M- 家具 -2) まで

みられた。形態変化を伴う工程では、丸巻き (Sa) の単

数の布を平折り (Mb) へと形態変化させながら型付台で

型付けをするもの(SM変化 )や、丸め(Ma)の複数の布を

垂直に伸ばされた一反 (La) へと形態変化させ櫓で乾燥

するもの (ML 変化 ) がみられた。以上のように、布の形

態と呼応する設えのセットを明らかにした。

5.結　　都市河川沿いの染工場を対象として、工程ごと

の布の形態と設え要素の組合せを検討した。その結果、

布の形態に対応して建築部位・設備・家具・人が関連す

る設えのセットが形成されていることを明らかにした。

注)中川染工場は、宇都宮美術館館外プロジェクト「宮の注染を拓く」
　　において、同染工場の協力の下に共同調査を行った。また、表3の
　　写真2～ 6は宇都宮美術館による撮影である。
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